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(57)【要約】
【課題】骨格の歪みを矯正可能にする技術を提供する。
【解決手段】上顎歯または下顎歯に着用されるマウスピ
ース１０における姿勢矯正方法であって、マウスピース
１０は、マウスピースが着用される歯と咬合する第１の
咬合面とマウスピースが着用されない歯と咬合する第２
の咬合面とからなる咬合部を有し、咬合部は、他の部分
よりも肉厚に形成される膨らみ部を有し、第２の咬合面
と、下顎歯との間に発生する咬合力によって姿勢を矯正
する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上顎歯または下顎歯に着用されるマウスピースであって、
　前記マウスピースが着用される歯と咬合する第１の咬合面と前記マウスピースが着用さ
れない歯と咬合する第２の咬合面とからなる咬合部を有し、
　前記咬合部の一部には、他の部分よりも肉厚な膨らみ部が形成される、
　マウスピース。
【請求項２】
　請求項１に記載のマウスピースにおいて、
　前記膨らみ部は、一対の右歯側膨らみ部と左側膨らみ部とを有し、
　前記右側膨らみ部と左側膨らみ部とのいずれか一方が、他方よりも肉厚に形成される、
　マウスピース。
【請求項３】
　請求項１に記載のマウスピースにおいて、
　前記膨らみ部は、一対の右歯側膨らみ部と左側膨らみ部とを有し、
　前記右側膨らみ部と左側膨らみ部とは、第一小臼歯から第二小臼歯までの間のいずれか
の範囲に形成される、
　マウスピース。
【請求項４】
請求項１に記載のマウスピースにおいて、
前記膨らみ部は、一対の右歯側膨らみ部と左側膨らみ部とを有し、
　前記右側膨らみ部と左側膨らみ部とは、第一大臼歯から第二大臼歯（までの間のいずれ
かの範囲に形成される、
　マウスピース。
【請求項５】
　上顎歯または下顎歯に着用されるマウスピースにおける姿勢矯正方法であって、
　前記マウスピースは、前記マウスピースが着用される歯と咬合する第１の咬合面と前記
マウスピースが着用されない歯と咬合する第２の咬合面とからなる咬合部を有し、前記咬
合部の一部には、他の部分よりも肉厚な膨らみ部が形成され、
　前記第２の咬合面と、前記下顎歯との間に発生する咬合力によって姿勢を矯正する姿勢
矯正方法。
【請求項６】
　上顎歯または下顎歯に着用され、前記マウスピースが着用される歯と咬合する第１の咬
合面と前記マウスピースが着用されない歯と咬合する第２の咬合面とからなる咬合部を有
し、前記咬合部の一部には、他の部分よりも肉厚な膨らみ部が形成されるマウスピースの
型取り方法であって、
　前記上顎歯から前記下顎歯までの距離が第１の距離だけ離間した状態で、前記膨らみ部
が形成される位置にレジンを挿入するレジン挿入ステップと、
　前記上顎歯から前記下顎歯までの距離が前記第１の距離よりも短い第２の距離になった
状態で、前記レジンが挿入された領域以外の領域にシリコンを充填する第１のシリコン充
填ステップと、
　前記レジンを除去し、前記レジンを除去した領域に前記シリコンを充填する第２のシリ
コン充填ステップと、
　を有する、マウスピースの型取り方法。
 
                                                         
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、マウスピースおよび姿勢矯正方法法ならびにマウスピースの型取り方法に
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関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間の身体は左右が均等ではない。姿勢の左右不均等は健康上にも影響があり肩凝りや
ヘルニアの原因となることが知られている。
【０００３】
　人間の姿勢を矯正するものとして、特開２０１３－２０７６８６号公報（特許文献１）
には、「環状にした長細バンドを鼻の下方の顎から耳の後方の首に巻くようにして顔に装
着した姿勢矯正具により、顎を後方に引いて頸椎の形状異常を防止し、首や肩の負担を軽
減する」技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－２０７６８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
特許文献１に記載されている技術では、顎出し姿勢・うつむき姿勢を防止し、首や肩への
負担を軽減できる。
【０００６】
しかしながら、特許文献１に記載されている技術では、顎出し姿勢・うつむき姿勢になる
根本的な原因である骨格（例えば、第１頸椎）そのものの歪みを矯正できないという問題
があった。本発明の目的は、骨格の歪みを矯正可能にする技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、次の通
りである。
【０００８】
　本発明の一実施の形態のマウスピースは、上顎歯または下顎歯に着用されるマウスピー
スであって、前記マウスピースが着用される歯と咬合する第１の咬合面と前記マウスピー
スが着用されない歯と咬合する第２の咬合面とからなる咬合部を有する。また、前記咬合
部の一部には、他の部分よりも肉厚な膨らみ部が形成される。
【０００９】
　また、本発明の他の実施の形態の姿勢矯正方法は、上顎歯または下顎歯に着用されるマ
ウスピースにおける姿勢矯正方法であって、前記マウスピースは、前記マウスピースが着
用される歯と咬合する第１の咬合面と前記マウスピースが着用されない歯と咬合する第２
の咬合面とからなる咬合部を有し、前記咬合部の一部には、他の部分よりも肉厚な膨らみ
部が形成される。また、前記第２の咬合面と、下顎歯との間に発生する咬合力によって姿
勢を矯正する。
【００１０】
　また、本発明の他の実施の形態のマウスピースの型取り方法は、上顎歯または下顎歯に
着用され、前記マウスピースが着用される歯と咬合する第１の咬合面と前記マウスピース
が着用されない歯と咬合する第２の咬合面とからなる咬合部を有し、前記咬合部の一部に
は、他の部分よりも肉厚な膨らみ部が形成されるマウスピースの型取り方法であって、前
記上顎歯から前記下顎歯までの距離が第１の距離だけ離間した状態で、前記膨らみ部が形
成される位置にレジンを挿入するレジン挿入ステップを有する。また、前記上顎歯から前
記下顎歯までの距離が前記第１の距離よりも短い第２の距離になった状態で、前記レジン
が挿入された領域以外の領域にシリコンを充填する第１のシリコン充填ステップを有する
。また、前記レジンを除去し、前記レジンを除去した領域に前記シリコンを充填する第２
のシリコン充填ステップを有する。
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【発明の効果】
【００１１】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものによって得られる効果を簡単に説明
すれば以下のとおりである。
　本発明の代表的な実施の形態によれば、骨格の歪みを矯正できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施の形態におけるマウスピースの外観を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施の形態におけるマウスピースの平面図である。
【図３】本発明の一実施の形態におけるマウスピースの底面図である。
【図４】本発明の一実施の形態におけるマウスピースの側面図である。
【図５】本発明の一実施の形態におけるマウスピースの縦断面図である。
【図６】本発明の一実施の形態におけるマウスピースが装着されている状態を示す図であ
る。
【図７】本発明の一実施の形態におけるマウスピースが装着されることによる効果を説明
するための図である。
【図８】本発明の一実施の形態におけるマウスピースが装着されることによる効果を説明
するための図である。
【図９】本発明の一実施の形態におけるマウスピースの型取り方法について説明するフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、実施の形態を説明
するための全図において、同一部には原則として同一の符号を付し、その繰り返しの説明
は省略する。
【００１４】
　図１～図５に示されるように、本発明の一実施の形態におけるマウスピース１０は、上
顎歯または下顎歯に着用（上顎歯または下顎歯のいずれか一方のみに着用）される。また
、マウスピース１０は、例えばシリコンゴムなどの弾性材料により全体として馬蹄形に形
成される。マウスピース１０は、咬合部１６（咬合部１６は、マウスピース１０が着用さ
れる歯と咬合する第１の咬合面１３とマウスピース１０が着用されない歯と咬合する第２
の咬合面１５とからなる）を有する。また、マウスピース１０は、第１の咬合面１３の内
縁側に一体となって設けられる内側壁１２と、第１の咬合面１３の外縁側に一体となって
設けられる外側壁１１とを有する。咬合部１６は、マウスピース１０が着用される上顎歯
（または下顎歯）の咬合面を覆う。
【００１５】
　本実施の形態のマウスピース１０は従来のマウスピース１０の成型法により成形でき、
材料としてはシリコンゴムに限定されるものではなく、他の熱可塑性樹脂あるいは熱硬化
性樹脂を用いることができる。
【００１６】
図４、図５に示されるように、マウスピース１０の咬合部１６は、他の部分（咬合部１６
における、膨らみ部が形成される領域以外の部分）よりも肉厚に形成される膨らみ部を有
する。膨らみ部は、一対の右歯側膨らみ部と左側膨らみ部とを有する。そして、マウスピ
ース１０の右歯側膨らみ部１４ａと、左歯側膨らみ部１４ｂとは、第２の咬合面１５上の
他の部分よりも肉厚に形成されている。すなわち、右歯側膨らみ部１４ａと左歯側膨らみ
部１４ｂとの少なくともいずれか一方は、他方よりも肉厚に形成されている。
【００１７】
　なお、他の部分の厚みと膨らみ部の厚みとの差の値は、目的や使用者や上骸骨７１０の
第１頸椎６１０の傾き（左右方向の傾き）の度合いにより異なり、適宜選択される。例え
ば、他の部分の厚みと膨らみ部の厚みとの差の値は、０．０１ｍｍから３ｍｍ程度として
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も良い。また、他の部分の厚みと膨らみ部の厚みとの差を０．０１ｍｍ～３ｍｍとしてい
るが、他の部分の厚みと膨らみ部の厚みとの差はこれに限定されるものではなく、咬合力
の大きさに応じて種々の値にできる。
【００１８】
　また、マウスピース１０の右歯側膨らみ部１４ａと、左歯側膨らみ部１４ｂとは、いず
れか一方が、他方の膨らみ部の厚みよりもΔｔ大きくなっている。例えば、図７、図８に
示される上骸骨７１０が第１頸椎６１０に対して右側に傾いている場合には、右歯側膨ら
み部１４ａの厚みを左歯側膨らみ部１４ｂの厚みよりも大きくする。右歯側膨らみ部１４
ａの厚みを左歯側膨らみ部１４ｂの厚みよりもΔｔ大きくすることで、右歯の咬合力が左
歯の咬合力よりも大きくなる。そして、顎関節７２０に上方に向かう力７４０が加わる。
そして、上方に向かう力７４０が加わることで、第１頸椎６１０に対して右側に傾いてい
た上骸骨７１０の傾きが調整される。
【００１９】
　一方、上骸骨７１０が第１頸椎６１０に対して左側に傾いている場合には、左歯側膨ら
み部１４ｂの厚みを右歯側膨らみ部１４ａの厚みよりもΔｔ大きくする。左歯側膨らみ部
１４ｂの厚みを右歯側膨らみ部１４ａの厚みよりも大きくすることで、左歯の咬合力が右
歯の咬合力よりも大きくなる。そして、上方に向かう力７５０が加わることで、第１頸椎
６１０に対して左側に傾いていた上骸骨７１０の傾きが調整される。
【００２０】
　なお、右歯側膨らみ部１４ａと左歯側膨らみ部１４ｂとの厚みの差Δｔの値は、目的や
使用者や上骸骨７１０の第１頸椎６１０の傾きの度合いにより異なり、適宜選択される。
例えば、Δｔの値は、０．２ｍｍから９ｍｍ程度としても良い。また、Δｔを０．２ｍｍ
～９ｍｍとしているが、このΔｔはこれに限定されるものではなく、咬合力の大きさに応
じて種々の値にできる。
【００２１】
　次に、図６に示されるように、マウスピース１０は、上顎歯の中切歯（一番）と、側切
歯（二番）と、犬歯（三番）と、第一小臼歯（四番）と、第二小臼歯（五番）と、第一大
臼歯（六番）と、第二大臼歯（七番）とを覆った状態で、上顎歯または下顎歯に着用され
る。
【００２２】
　顎が上がっている（第１頸椎６１０に対する顎（上頭蓋骨７１０）の位置が上方に上が
っている）ような場合、マウスピース１０の、右歯側膨らみ部１４ａと左歯側膨らみ部１
４ｂとは、第二小臼歯（五番）と第一大臼歯（六番）との間（境目）よりも、第二臼歯側
（後方）に形成される。例えば、マウスピース１０の右歯側膨らみ部１４ａおよび左歯側
膨らみ部１４ｂは、第一大臼歯（六番）から第二大臼歯（七番）までの間のいずれかの範
囲に形成される。
【００２３】
　これによって、噛み合わさった際の第一大臼歯（六番）から第二大臼歯（七番）までの
範囲の咬合力が、他の歯の咬合力よりも大きくなる。そして、図７、図８に示されるよう
に、第一大臼歯（六番）から第二大臼歯（七番）の範囲の咬合力が第１の回転方向（第１
頸椎６１０に対する上頭蓋骨７１０の位置を上方（時計回りの方向）に向かわせる方向）
の力８１０として、下骸骨７３０に発生する。そして、力８１０は、上骸骨７１０に伝達
される。そして、第１頸椎６１０に対する上骸骨７１０の位置が、第１の回転方向側に矯
正される。
【００２４】
一方、パソコンやスマートフォンの画面をうつむいて見る姿勢を取る時間が多くなると、
首や肩、背中に負担がかかり、首や肩のこりや痛み、疲労などを引き起こす原因となる。
このように、顎が下がっている姿勢を矯正するためには、マウスピース１０の、右歯側膨
らみ部１４ａおよび左歯側膨らみ部１４ｂは、第二小臼歯（五番）と第一大臼歯（六番）
との間（境目）よりも、中切歯側（前方）に形成される。例えば、マウスピース１０の右
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歯側膨らみ部１４ａおよび左歯側膨らみ部１４ｂは、第一小臼歯（四番）から第二小臼歯
（五番）までの間のいずれかの範囲に形成される。
【００２５】
これによって、第一小臼歯（四番）から第二小臼歯（五番）までの範囲の咬合力が、他の
歯の咬合力よりも大きくなる。そして、第一小臼歯（四番）から第二小臼歯（五番）の範
囲の咬合力が第２の回転方向（第１頸椎６１０に対する上頭蓋骨７１０の位置を上方（時
計回りの方向）に向かわせる方向）の力８２０として、下骸骨７３０に発生する。そして
、力８２０は、上骸骨７１０に伝達される。そして、第１頸椎６１０に対する上骸骨７１
０の位置が、第２の回転方向側に矯正される。
【００２６】
次に、図９を用いて、マウスピース１０の型取り方法について説明する。図９は、本発明
の一実施の形態におけるマウスピースの型取り方法について説明するフローチャートであ
る。
【００２７】
　まず、Ｓ９０１にて、第１頸椎６１０に対する上骸骨７１０の傾き（ずれ量）が計測さ
れる。傾きとしては、第１の回転方向の傾きと、第２の回転方向の傾きとがある。また、
上骸骨７１０の第１頸椎６１０に対する傾き（左右方向の傾き）がある。
　次に、Ｓ９０２にて、Ｓ９０１にて計測された傾きに基づき、右歯側膨らみ部１４ａお
よび左歯側膨らみ部１４ｂが設けられる位置（第２の咬合面１５上における位置）が決定
される。例えば、顎が上がっている場合、第一大臼歯（六番）から第二大臼歯（七番）ま
での範囲に決定される。一方、顎が下がっている場合、第一小臼歯（四番）から第二小臼
歯（五番）までの範囲に決定される。
【００２８】
　次に、Ｓ９０３にて、上顎歯と下顎歯とが第１の距離（例えば、１．５ｃｍ～５．０ｃ
ｍのいずれか）離間した状態で、Ｓ９０２にて決定された位置に、レジンが挿入される。
例えば、顎が上がっている場合、第一大臼歯（六番）から第二大臼歯（七番）までの範囲
にレジンが挿入される。一方、顎が下がっている場合、第一小臼歯（四番）から第二小臼
歯（五番）までの範囲にレジンが挿入される。
【００２９】
　次に、Ｓ９０４にて、患者（マウスピース１０が作成される者）が、心地よい（違和感
の少ない）噛み心地になるまで、レジンが押し潰される。そして、第２の咬合面１５から
下顎歯との距離が、第１の距離よりも短い第２の距離（例えば、１．０ｃｈ～３．０ｃｍ
のいずれか）まで近接される。これによって、最適な、第２の咬合面１５から下顎歯まで
の距離（噛み間隔）を特定できる。
【００３０】
　次に、Ｓ９０５にて、Ｓ９０３にてレジンが挿入された領域以外の領域（第２の咬合面
１５と下顎歯との間の領域であって、レジンが挿入されていない領域）に、シリコンが充
填される。
　次に、Ｓ９０６にて、Ｓ９０５にて充填されたシリコンが凝固した後に、Ｓ９０３にて
挿入されたレジンが除去される。
　次に、Ｓ９０７にて、Ｓ９０６にてレジンが除去された領域にシリコンが充填される。
　次に、Ｓ９０８にて、シリコン（Ｓ９０５にて充填されたシリコンと、Ｓ９０７にて充
填されたシリコンとが一体となったシリコン）が除去される。
【００３１】
　なお、Ｓ９０４にて、第２の咬合面から下顎歯までの距離が、第２の距離だけ離間した
状態で、シリコンの型（マウスピース１０を作成するための型）が取られることで、下顎
運動にある程度の自由性を持った動き（前後・左右）を持たせたることが可能なマウスピ
ースを作製できる。これによって、矯正される仮定ごとの骨格の変化を吸収し、無理のな
い矯正が可能になる。
【００３２】
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また、Ｓ９０８にて除去されたシリコンに基づき、公知の技術によって、歯のはく製が作
成される。そして、公知の技術によって、作成されたはく製に基づきマウスピース１０が
作製される。また、作製されるマウスピース１０は、Ｓ９０２にて決定された位置に右歯
側膨らみ部１４ａおよび左歯側膨らみ部１４ｂが形成されている。
　＜本実施の形態の効果＞                                               
【００３３】
　以上説明した本実施の形態におけるマウスピース１０によれば、咬合部１６が他の部分
よりも肉厚に形成される膨らみ部を有することで、骨格の歪みを矯正可能なマウスピース
１０を提供できる。
　また、右側膨らみ部１４ａと左側膨らみ部１４ｂとのいずれか一方が、他方よりも肉厚
に形成されることで、第１頸椎６１０に対する上骸骨７１０の傾きを矯正できる。
　また、右側膨らみ部１４ａと左側膨らみ部１４ｂとが、第一小臼歯から第二小臼歯まで
の間のいずれかの範囲に形成されることで、顎が下がっている姿勢を矯正できる。
　また、右側膨らみ部１４ａと左側膨らみ部１４ｂとが、第一大臼歯から第二大臼歯まで
の間のいずれかの範囲に形成されることで、顎が上がっている姿勢を矯正できる。
【００３４】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づき具体的に説明したが、本発
明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可
能であることはいうまでもない。
【００３５】
また、上記した実施の形態は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したもので
あり、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。例えば、あ
る実施の形態の構成の一部を他の実施の形態の構成に置き換えることが可能であり、また
、ある実施の形態の構成に他の実施の形態の構成を加えることも可能である。また、各実
施の形態の構成の一部について、他の構成の追加、削除、置換しても良い。
【符号の説明】
【００３６】
１０…マウスピース、１１…外側壁、１２…内側壁、１３…第１の咬合面、１４ａ…右歯
側膨らみ部、１４ｂ…左歯側膨らみ部、１５…第２の咬合面、１６…咬合部。
 



(8) JP 2018-61639 A 2018.4.19

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(9) JP 2018-61639 A 2018.4.19

【図８】 【図９】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

